
論文メモ
— 不動点定理と経済学？ —

ナンブ　キトラ

2024年 1月 3日

本棚を整理したいので，溜まっている論文のメモを書いて未来への手紙とすることに
する．
以下の論文の束は角谷の不動点定理を調べた時についでに集めたものだと思う．経済学
の話なのでマジでよくわかんない．
シェルピンスキーの論文 [1] もあるが，なぜこのラインナップに入っているのかは謎で
ある．
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